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一般質問

自
転
車
ル
ー
ル
を
守
り
、
よ
り
安
全
で 

快
適
な
街
こ
だ
い
ら
を
目
指
し
て

質
問　

①
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
助
成
は
、
都
の
補
助
金
等
を
活
用

し
早
期
に
開
始
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

②
葛
飾
区
の
三
人
乗
り
自
転
車
等

購
入
費
助
成
事
業
な
ど
、
子
育
て
応

援
施
策
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

市
長　

①
都
か
ら
補
助
の
具
体
的
条

件
や
各
区
市
町
村
に
対
す
る
限
度
額

等
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、

実
施
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

②
同
事
業
で
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
や
外
出
時
の
安
全
性

向
上
が
図
ら
れ
る
が
、
多
様
な
子
育

て
支
援
施
策
の
優
先
度
等
、
バ
ラ
ン

ス
を
勘
案
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

重
症
心
身
障
が
い
児
等
と
そ
の
家
族
へ 

さ
ら
な
る
支
援
拡
充
を
目
指
し
て

質
問　

①
医
療
的
ケ
ア
児
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
早
期
に
配
置
し
、
相
談

支
援
体
制
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

　

②
全
て
の
福
祉
避
難
所
で
停
電
を

想
定
し
た
電
源
確
保
を
す
べ
き
で
は
。

市
長　

①
現
在
、
情
報
収
集
し
て
お

り
導
入
時
期
は
示
せ
な
い
が
、
他
の

自
治
体
の
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

医
療
的
ケ
ア
児
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置
等
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
。

　

②
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
と
地
域
セ

ン
タ
ー
に
可
搬
型
発
電
機
を
配
備
し

て
い
る
。
一
部
の
高
齢
者
施
設
等
に

は
発
電
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

引
き
続
き
電
源
確
保
を
お
願
い
す
る
。

安
全
で
快
適
な
街
こ
だ
い
ら
を
／

重
症
心
身
障
が
い
児
等
へ
の
支
援
拡
充

佐
藤　

徹
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

ま
ち
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
は 

市
民
と
と
も
に
進
め
る
べ
き

質
問　

①
今
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
検
討
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

②
観
光
ま
ち
づ
く
り
振
興
プ
ラ
ン

等
の
重
点
施
策
で
あ
る
情
報
発
信
に

つ
い
て
の
現
状
の
評
価
は
。

市
長　

①
夏
頃
を
目
途
に
市
報
等
を

通
じ
て
返
礼
品
の
提
供
事
業
者
を
募

り
、
11
月
頃
を
目
途
に
返
礼
品
の
拡

充
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

②
情
報
発
信
力
を
強
化
す
る
た
め

の
８
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
う

ち
、
７
つ
が
実
施
済
み
で
一
定
の
成

果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
映

画
撮
影
等
の
誘
致
に
つ
い
て
は
体
制

等
が
整
わ
ず
達
成
に
至
っ
て
い
な
い
。

東
部
地
域
の
課
題
に
つ
い
て

質
問　

①
東
部
公
園
に
お
け
る
ト
イ

レ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
の
要
望
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　

②
狭
山
・
境
緑
道
沿
い
の
公
園
に

健
康
遊
具
を
設
置
し
て
は
。

市
長　

①
現
在
、
公
園
全
体
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
行
う
予
定
は
な
い
が
、

東
部
公
園
の
施
設
に
関
す
る
要
望
等

が
多
い
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
必
要
な
公
園
施
設
の

更
新
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

②
今
後
、
遊
具
の
交
換
が
見
込
ま

れ
る
際
に
は
健
康
遊
具
の
設
置
も
含

め
た
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

ま
ち
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
は
市
民
と
と
も
に
／

東
部
地
域
の
課
題
に
つ
い
て

津
本
裕
子
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

学
校
給
食
無
償
化
等
、
子
ど
も
施
策
に 

３
つ
の
ゼ
ロ
を
求
め
る

質
問　

東
京
都
で
は
学
校
給
食
無
償

化
の
動
き
が
広
ま
り
、
８
区
１
市
で

無
償
化
が
決
定
し
て
い
る
。
小
平
市

で
も
実
施
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

市
長　

義
務
教
育
に
お
い
て
学
校
給

食
は
無
償
の
対
象
で
は
な
い
と
理
解

し
て
い
る
。
無
償
化
を
実
施
す
る
に

は
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
。
国
の
こ

ど
も
未
来
戦
略
会
議
に
お
い
て
も
課

題
整
理
を
進
め
る
と
示
さ
れ
て
い
る

た
め
、
動
向
等
を
踏
ま
え
て
い
く
。

教
育
長　

子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的

支
援
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

無
償
化
に
は
多
く
の
人
の
理
解
が
必

要
な
こ
と
や
、
多
額
の
財
政
負
担
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
補
助
等
、 

聞
こ
え
の
支
援
を
求
め
る

質
問　

東
京
都
内
の
自
治
体
で
補
聴

器
購
入
補
助
の
拡
充
が
進
ん
で
い
る

が
、小
平
市
で
も
実
施
す
べ
き
で
は
。

市
長　

市
で
は
現
在
、
講
座
等
の
開

催
や
広
報
誌
の
発
行
な
ど
に
よ
り
、

聞
こ
え
に
関
す
る
啓
発
に
努
め
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
る
際
に
、
聞
こ
え
に

関
す
る
質
問
を
行
っ
て
い
る
。
補
聴

器
購
入
助
成
に
つ
い
て
は
、
将
来
的

な
財
源
の
確
保
な
ど
実
施
に
向
け
て

課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
、

東
京
都
や
他
市
の
動
向
な
ど
を
注
視

し
て
い
く
。

学
校
給
食
無
償
化
を
／
加
齢
性

難
聴
者
の
聞
こ
え
の
支
援
を

三
輪
博
美
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

小

平

市

の

耐

震

化 

促
進
事
業
に
つ
い
て

質
問　

①
耐
震
化
助
成
制
度
に
マ
ン

シ
ョ
ン
の
助
成
が
な
い
理
由
は
。

　

②
特※１
定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築

物
の
耐
震
化
に
つ
い
て
現
状
は
。

市
長　

①
市
で
は
旧
耐
震
基
準
の
木

造
住
宅
と
特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道

建
築
物
の
耐
震
化
の
取
組
を
重
点
的

に
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
旧
耐
震
基

準
の
木
造
住
宅
と
比
較
す
る
と
マ
ン

シ
ョ
ン
の
耐
震
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

現
在
、助
成
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。

　

②
新
耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ
た
も

の
も
含
め
市
内
に
１３７
棟
あ
り
、
必
要

な
耐
震
性
を
満
た
す
も
の
は
１３４
棟
、

耐
震
化
率
は
９７
・
８
％
で
あ
る
。

市
の
火
災
予
防
対
策
及
び
小
平
市 

被
災
者
一
時
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

質
問　

①
市
民
に
対
す
る
火
災
予
防

啓
発
活
動
は
。

　

②
小
平
市
被
災
者
一
時
生
活
セ
ン

タ
ー
の
利
用
状
況
は
。

市
長　

①
消
防
団
、
小
平
消
防
署
及

び
市
で
は
、
春
と
秋
の
火
災
予
防
運

動
の
ほ
か
、
年
末
に
は
特
別
警
戒
活

動
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校

や
地
域
の
防
災
訓
練
及
び
行
事
等
の

機
会
を
通
じ
て
、
火
災
へ
の
予
防
啓

発
と
注
意
喚
起
を
図
っ
て
い
る
。

　

②
直
近
３
年
間
の
利
用
状
況
は
、

令
和
３
年
度
は
１
件
、
令
和
４
年
度

は
３
件
、
令
和
５
年
度
は
５
月
３1
日

時
点
で
１
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

耐
震
化
促
進
事
業
／
市
の
火
災
予
防
対
策
と

被
災
者
一
時
生
活
セ
ン
タ
ー

鈴
木
洋
一
議
員

（
政
和
会
）

Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
導
入
計
画
の 

確
認
と
改
良
に
つ
い
て

質
問　

①
避
難
所
と
福
祉
避
難
所
へ

の
無
料
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
導
入
は
。

　

②
各
市
立
図
書
館
や
市
役
所
ロ
ビ

ー
等
へ
の
設
置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
災
害
時
の
情
報
収
集
な
ど

有
用
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
短
期

間
で
整
備
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

②
中
央
図
書
館
等
で
整
備
さ
れ
て

い
る
。
令
和
５
年
度
は
試
行
的
に
公

民
館
全
館
、
地
域
セ
ン
タ
ー
６
館
に

モ
バ
イ
ル
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
を

配
備
し
、
図
書
館
に
５※２
Ｇ
ル
ー
タ
ー

の
試
行
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。
図

書
館
全
館
及
び
市
庁
舎
等
へ
の
整
備

は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

市
民
目
線
で
農
あ
る
小
平
の 

実

現

に

向

け

て

質
問　

①
市
民
菜
園
及
び
体
験
農
園

の
区
画
数
の
推
移
は
。

　

②
市
民
菜
園
や
体
験
農
園
で
気
軽

に
市
民
が
農
業
に
触
れ
ら
れ
る
文
化

を
小
平
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
進
め
て
は
。

市
長　

①
市
民
菜
園
は
３
年
度
６２７
区

画
、
４
年
度
４９０
区
画
、
４
年
1２
月
か

ら
は
３２６
区
画
で
、
体
験
農
園
は
３
年

度
３９０
区
画
、４
年
度
４４５
区
画
で
あ
る
。

　

②
市
民
菜
園
と
体
験
農
園
は
利
用

率
が
約
１００
％
で
あ
り
、
市
民
の
関
心

も
高
い
。
し
か
し
、
維
持
等
に
大
き

な
負
担
を
伴
う
た
め
、
引
き
続
き
農

家
の
意
向
を
聞
き
な
が
ら
、
開
設
希

望
の
農
家
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
導
入
計
画
に
つ
い
て
／

農
あ
る
小
平
の
実
現
に
向
け
て

岩
本　

誠
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

危
な
い
を
安
全
安
心
に
／
住
宅
困
窮
者
へ

居
住
支
援
機
能
の
構
築
を
急
げ

開
か
ず
の
踏
切
ほ
か 

危
険
が
指
摘
さ
れ
る
危
な
い
を
安
全
安
心
に

質
問　

①
開
か
ず
の
踏
切
の
定
義
と
、

小
平
第
１
号
踏
切
が
開
か
ず
の
踏
切

に
認
定
さ
れ
た
経
過
は
。

　

②
美
園
町
三
丁
目
９
番
３
号
先
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
検
討
の
進
捗
は
。

市
長　

①
国
土
交
通
省
は
、
ピ
ー
ク

時
間
の
遮
断
時
間
が
１
時
間
当
た
り

４０
分
以
上
の
踏
切
と
定
義
し
て
い
る
。

平
成
1９
年
に
国
の
総
点
検
で
自
動
車・ 

歩
行
者
ボ※５
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
に
抽
出

さ
れ
、
平
成
２８
年
の
国
土
交
通
省
の

踏
切
道
安
全
通
行
カ
ル
テ
で
、
開
か

ず
の
踏
切
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
。

　

②
設
置
の
調
整
に
時
間
を
要
し
て

お
り
、
引
き
続
き
調
整
し
て
い
く
。

小
平
市
に
欠
け
て
い
る
住
宅
困
窮
者
へ
の 

居
住
支
援
機
能
の
構
築
を
急
げ

質
問　

①
都
営
住
宅
の
空
き
室
を
学

生
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
大
学
連
携
は
。

　

②
生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
拡
充
し
、
関
係
団
体
と
の
連
携

で
居
住
支
援
協
議
会
を
設
置
し
て
は
。

市
長　

①
令
和
５
年
３
月
開
催
の
大

学
連
携
協
議
会
で
、
都
の
都
営
住
宅

担
当
課
長
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
事
業

を
説
明
し
て
も
ら
う
な
ど
し
た
。
現

在
、
各
大
学
か
ら
問
合
せ
等
は
な
い

が
引
き
続
き
事
業
の
周
知
に
努
め
る
。

　

②
住
居
に
関
す
る
相
談
を
受
け
た

際
の
新
た
な
取
組
と
し
て
、
近
隣
の

居
住
支
援
法
人
へ
の
つ
な
ぎ
を
開
始

し
た
。
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

虻
川　

浩
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

業
務
及
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の 

Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用
に
つ
い
て

質
問　

①
市
業
務
等
へ
の
Ａ
Ｉ
技
術

の
利
用
に
つ
い
て
、現
状
と
評
価
は
。

　

②
生※３
成
Ａ
Ｉ
技
術
の
文
書
作
成
業

務
等
へ
の
利
活
用
に
つ
い
て
見
解
は
。

市
長　

①
個
人
住
民
税
課
税
事
務
や

学
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
申
請
等
で
、
紙

資
料
の
読
み
取
り
に
Ａ※４
Ｉ

−

Ｏ
Ｃ
Ｒ

を
利
用
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
業
務

効
率
化
等
に
効
果
が
あ
っ
た
ほ
か
、

学
童
ク
ラ
ブ
入
会
決
定
書
の
発
送
時

期
を
早
め
る
こ
と
が
で
き
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
面
で
も
成
果
が
あ
っ
た
。

　

②
効
果
や
課
題
等
の
情
報
収
集
を

し
て
お
り
、現
在
活
用
予
定
は
な
い
。

今
後
も
国
の
動
向
等
を
注
視
す
る
。

個
別
最
適
な
学
び
の 

実
現
に
向
け
た
取
組
の
推
進
を

質
問　

①
個
別
最
適
な
学
び
の
実
現

に
向
け
て
、
学
習
履
歴
の
活
用
が
有

効
だ
が
今
後
の
方
針
は
。

　

②
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
推
進

の
た
め
の
施
策
に
対
し
、
児
童
・
生

徒
の
意
見
等
は
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　

①
学
習
履
歴
等
の
教
育
デ

ー
タ
を
活
用
し
た
個
に
応
じ
た
指
導

な
ど
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
学
び
の

充
実
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

　

②
児
童
・
生
徒
等
の
意
見
を
聞
く

こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

学
校
訪
問
の
機
会
を
捉
え
ニ
ー
ズ
等

を
確
認
し
、
さ
ら
な
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用
／
個
別
最
適
な

学
び
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
推
進

深
谷
幸
信
議
員

（
政
和
会
）

市民菜園（左）と体験農園（右）の様子


